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４ 地域が利用しやすい安全な公園計画について 

  計画地内に設置が予定される公園は、多様な世代の周辺住民が利用することが想定される

ことから、利用者が安全に来園し、安心して利用することが可能となる配置計画とする必要が

あります。そのため、公園に接する道路には連続して歩道等を設け、また、有事の際には利用

者が安全に避難することが可能となるよう配慮してください。 

 

５ 周辺の教育施設への配慮について 

  計画地北側には鎌倉市立手広中学校、南側には鎌倉市立西鎌倉小学校が存することから、生

徒の登下校時や教育活動により生じる音や学校から飛散する砂塵等について、入居者へ事前

に周知を徹底するとともに、入居者がこれまでの教育環境に影響を及ぼすことのないために

必要な措置を講じてください。 

   

６ 周辺の子育て関連施設への負荷に係る配慮について 

計画地周辺における保育所・子どもの家（放課後児童クラブ）の子育て関連施設については、

急激な利用者等の増加に対応できない状況にあります。そのため、共同住宅の戸数を計画する

にあたり、子育て関連施設の利用者等に増加が見込まれる場合には、新たな施設整備等の検討

をするとともに、貴社がこれまでに販売した共同住宅における実績を基にする等により、増加

が見込まれる児童及び生徒数の予測について、出来るだけ早期に報告してくだい。 

 

７ 周辺地域への貢献について 

当該開発事業を行うにあたっては、事業者の責務として、環境・美化や防災・防犯等の周辺

地域が抱える課題の解決に取り組むための提案を行うとともに、これまでの地域コミュニテ

ィとのつながりの創出のため、入居者が地域町内会への加入を促進するための手法等を講じ

てください。 

 

８ 今後の手続について 

今後、手続が必要となる「鎌倉市開発事業における手続及び基準等に関する条例」等におい

て、大規模開発事業説明会で意見のあった案件については、引き続き周辺住民との良好な対話

と協議を行いながら計画への反映に努めてください。また、今後行う具体的な公共施設の整備

に係る技術審査については、関係各課と十分な協議を行ってください。 
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